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林木育種センターで増殖中のスギ特定母樹（平成26年11月）

１．はじめに

　アカマツは、本州・四国・九州・朝鮮半島・中国

東北部に広く分布し、建築材や燃料として利用さ

れるほか、里山の景観を構成する重要な樹種です。

全国のアカマツ林では、マツ枯れと呼ばれる「マ

ツ材線虫病」による枯損被害が、九州・沖縄から

東北地方北部にまで広がっています。さらに、マ

ツ枯れを引きおこすマツノザイセンチュウやザイ

センチュウの運び屋であるマツノマダラカミキリ

は、気温が上がると分布域が広がるため、温暖化

が進むと、高海抜地やこれまで被害のなかった地

域にまで、マツ枯れ被害が拡大することが予想さ

れています。　

　このような枯損が進むと、各地のアカマツが長

い年月をかけて蓄積してきた地域に固有の遺伝変

異の喪失につながり、アカマツの遺伝資源に重大

な影響を与えると懸念されます。アカマツ遺伝資

源を保全するためには、「マツ材線虫病」の防除

とともに、各地のアカマツを生息域外保存してお

く必要があります。

２．産地試験による地域固有の遺伝変異の保存

　アカマツ遺伝資源を生息域外保存するため、全

国62箇所のアカマツ天然林の遺伝的多様性の評

価と各天然林の環境条件の違いから、偏りのない

ように10産地を選び（図－１）、種子を採取して、

産地試験地の造成を進めています。産地試験地は、

北海道、茨城、長野、岡山、熊本に造成する計画で、

現在、それぞれの産地試験地造成予定地に隣接す

る苗畑で、試験材料の育成と各産地の発芽特性や

成長パターンなどの調査を行っています。

　産地試験地では、環境の異なる様々な地域（産

地）から材料を集めて、同一環境下に植栽するこ

とで、環境の影響を排除した地域固有の遺伝変異

（産地間変異）を検出することができます。

３．苗畑で見られた１次伸長の産地間変異

　アカマツの新芽の伸長成長は、通常、３月下旬

に開始し、６～７月までには冬芽を形成して停止

し（１次伸長）、大部分は翌春まで伸長しません。

長野でのアカマツ２年生の成長経過を調査した結

果、アカマツの１次伸長停止時期には産地間変異

があり、南の産地ほど１次伸長停止時期が遅い傾

向が見られました（図－２）。このような産地間変

異は、各産地の環境条件の違いと関係している可

能性があります。今後、茨城や他の育成地での調

査結果とあわせて、苗畑におけるアカマツの初期

成長の産地間変異の評価を進める予定です。

（遺伝資源部保存評価課　那須仁弥）

１．特定母樹の申請・指定状況

　平成25年5月に「森林の間伐等の実施の促進に関

する特別措置法」が一部改正され、森林のＣＯ２

吸収固定能力を高めるため、再造林には、基本的

に地域特有のニーズ以外は農林水産大臣が指定す

る特に成長の優れた樹木である特定母樹からの苗

木で行うこととなりました。そこで、林木育種セ

ンター・育種場では、エリートツリーを中心に特

定母樹の申請を行っており、平成27年2月現在で

の指定・申請状況は下表のとおりです。

　現在の特定母樹77種類のうち71種類はエリー

トツリーとなっており、林木育種事業の成果が反

映されているところです。

２．特定母樹の増殖

　特定母樹は、スギの場合成長が通常の苗木の

1.5倍以上で、花粉を発生する雄花の着生量も半

分以下ということもあり、多くの需要も見込め早

急な普及が必要です。このため、林木育種セン

ター・育種場では、都道府県や都道府県に認定さ

れた民間事業者（認定特定増殖事業者）等へ配布

するための特定母樹の増殖を優先するとともに、

特定母樹を安定的に供給するための原種園の造成

も同時に進めています。

３．特定母樹の配布手続

　林木育種センター・育種場からの特定母樹の配

布先は、都道府県及び認定特定増殖事業者等とな

りますが、配布する前に種苗数量の調整のため、

都道府県には認定特定増殖事業者からの要望も含

めた５か年間の種苗配布要望計画を取りまとめ・

作成してもらうこととなります。

　また、新たに種苗配布を行うこととなった認定

特定増殖事業者に配布するため、林木育種セン

ター・育種場が特定母樹を生産する前に、「特定

増殖事業計画実施のための特定母樹の種苗配布に

関する基本合意書」（以下「基本合意書」という。）

を認定特定増殖事業者と林木育種センターとの間

で締結します。この基本合意書は、民間の商取引

で締結されている売買基本契約書に当たるもの

で、都道府県から認定された特定増殖事業計画の

着実な実行や採種園等の整備に対する支援など円

滑な特定母樹の増殖や配布が図られるよう、双方

で合意するものです。

　今年度は初めて認定特定増殖事業者にも特定母

樹を配布することとしており、平成27年2月12日

現在の基本合意書の締結は5件となっています

が、3月までにはさらに増える予定です。　

（育種部　指導課　塚本　徹）
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図-2　産地別の1次伸長停止時期の比較

図-1　産地試験に用いたアカマツ天然林の位置
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